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レーザー転写(Laser-Induced Forward Transfer, LIFT)は、レーザー光と物質の相互作用により誘起

されるアブレーションなどの過渡局所現象を利用して、“物質を移す”手法である[1-5]。本手法に

よれば、非接触で、微小な物質を位置精度よく射出できる。本講演では、レーザー転写技術の国

内外の開発動向とともに、我々がこれまで開発を進めてきた 2 種類のレーザー転写法についてご

紹介する。Fig. 1(a)に示すレーザー誘起ドット転写法（Laser-Induced Dot Transfer, LIDT）では、大

気圧下や減圧下において、ナノメートル・マイクロメートルサイズの単一溶融液滴を単一レーザ

ービームスポットから射出でき、ナノ・マイクロ微粒子のオンデマンド堆積を実現できる[1-4]。

また、我々が最近進めている技術開発の一つとして、機能性薄膜の転写があり、シリコーンゴム

等の高い衝撃吸収性と密着性をもつ光スタンプを開発、これまで難しかったセラミックのような

脆性物質についても形状を保持したまま転写堆積できることが分かってきた（Fig. 1(b)）。本手法

によれば、ヒト由来象牙質ブロック（天然歯）表面に、直径約100 µm のタンパク質含有アパタイ

ト膜を、タンパク質の生理活性を保持した状態でデリバリーすることも可能である[5]。講演では、

レーザー転写構造と基板との界面形成に関する最新の研究成果についてもご紹介する。
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Fig.1. On-demand delivery of (a) nano/micro-dots and (b) functional films by LIFT． 
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